
先

週

号

で

、
「

株

で

得

た

市

民

税

率

４

％

を

、

勤

労

収

入

等

と

同

じ

８

％

に

す

れ

ば

、

市

の

税

収

が

、

少

な

く

と

も

億

円

増

え

32

る

」

と

の

井

上

議

員

の

議

会
質
問
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今

号

は

、

高

額

所

得

者

の

市

民

税

の

税

率

改

善

で

、

百

億

円

の

増

収

が

得

ら

れ

る
、
と
の
特
集
で
す
。

市

民

税

所

得

割

は

、

以

前

は

、

所

得

に

よ

っ

て

３

段
階
の
税
率
で
し
た
が
（
下

表

の

欄

）
、

小

泉

首

相

(B)

時
代
に
一
律
化
に
改
悪
（
(C)

欄

）
。
税
金
は

、
「
高
い
所

得

は

高

い

税

率

で

、

低

い

所

得

は

低

い

税

率

で

」

が

実

質

平

等

の

集

め

方

。

一

律

化

は

、

低

所

得

ほ

ど

負

担

割

合

が

重

く

高

所

得

ほ

ど
軽
い
不
公
平
税
制
で
す
。

井

上

議

員

の

５

月

日

25

の

質

問

。
「

以

前

の

３

段

階

の

税

率

に

戻

せ

ば

低

所

得

階

層

に

は

減

税

、

高

所

得

階

層

か

ら

は

増

収

。

差

引

き

、

市

に

と

っ

て

は

減

収

に

な

る

が

、

涙

を

飲

ん

で

、

仮

に

高

額

階

層

の

税

率

だ

け

を

戻

す

と

増

収

に

な

る

」
。

そ

こ

で

市

に

請

求

し

た

資

料

が

下

の

表

で

す

（

の

欄

）
。

税

金

収

(D)

入

が

百

億

円

増

え

る

こ

と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

し

か

し

「

一

律

」

は

国

の

法

律

で

決

ま

っ

て

い

ま

す

。

一

方

、

市

は

「

国

の

法

律

の

制

約

が

あ

る

か

ら

窓
口
２
割
化
の
撤
回
を

後

期

高

齢

者

医

療

の

窓

口

負

担

を

２

割

へ

値

上

げ

と

国

が

言

っ

て

い

ま

す

。

中

止

す

べ

き

と

、

４

日

、

学

習

会

が

あ

り

ま

し

た

。

で

は

な

く

、

市

自

身

も

一

律
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
の
答
弁
。
「
財
政
危
機
」

と

言

っ

て

市

民

に

し

わ

寄

せ

し

な

が

ら

、

そ

の

危

機

打

開

へ

の

姿

勢

は

あ

り

ま

せ

ん

。

打

開

へ

の

努

力

抜

き

に

し

わ

寄

せ

は

や

め

る

べ

き

で

す

。

敬

老

乗

車

証

改

悪

、

値

上

げ

や

補

助

金

削

減

、

ヘ

ル

ス

ピ

ア

廃

止

な
ど
、
撤
回
す
べ
き
で
す
。

株

式

所

得

優

遇

・

富

裕

層

優

遇

を

や

め

れ

ば

、

大

幅

増

収

が

得

ら

れ

る

こ

と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ

の

気

に

な

れ

ば

、

財

政

は

「

危

機

」

で

は

な

い

と

い

う

こ

と

で

す

。

国

は

軍

事

費

倍

額

な

ど

と

言

っ

て

い
ま
す
。
か
く
な
る
上
は
、

政

治

を

変

え

、

税

金

の

集

め
方
使
い
方
を
変
え
れ
ば
、

「

危

機

」

打

開

と

い

う

次

第
で
す
。

こんにちは、
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高額所得者の市民税率を戻せば100億円の増収!! （井上議員請求、市行財政局資料より）
（A） （B) （C) （D）

課税所得の階層 '２１年度課税標準額 '０６年当時の税率で試算 一律税率での試算 税収増減比較

２００万円以下 ３８０２億円 ３％ １１４億円 ６％ ２２８億円 △１１４億円

２００～７００万円 ６４００億円 ８％ ３２２億円 ６％ ３８４億円 △６２億円

７００万円超 ４２５２億円 １０％ ３５５億円 ６％ ２５５億円 １００億円

合計 １兆４４５４億円 ７９２億円 ８６７億円 △７５億円

＜ 説明 ＞

収入から必要経費を （ A） こ の 欄 の 課 税 （ B）この当時は、所得 （ C） 今 は 、 所 得 （D）税率を
差し引いた額が「所 標準額とは、左の、 によって税率が３段階に の多少にかかわら 元に戻せば、

得」。この所得から 階層毎の各市民の課 分かれていた。以前はも ず同じ税率。 '18 年 200 万円以下
各 種 控 除 を 引 い た 税所得を全部足した っと段階が多かった。多 度から８％となっ の階層は 114
（控除した）額が「課 金額です い方が、より公正公平。 ているが、一律化 億円の減税が

税所得」。これ×税 （A）×％＝（B）または 当時の数字での比 実現。高所得

率＝税金ですが、こ （ C）だが、税金の計算 較の為６％で計算 階層だけ税率

こから税額控除を引 方法により実際の数字は しました。 を戻せば 100
く場合もあります。 違ってきます。 億円の増収。

増
収
へ
の
努
力
抜
き
に

「
危
機
」
し
わ
寄
せ
は
や
め
よ

市
と
国
の
政
治
を
変
え
れ
ば

財
源
は
あ
る

演説会で訴えるたけやまさいこさん(6/12)




